










　勤労婦人,特に大企業に勤務する婦人については,労働基準法の母性保護規定

などにより,戦前に比し,母性保護の水準は著しく改善されたと考えられる。こ

れに反して,婦人自体が独立して自営業を営む者,及び専ら家族のみを使用する

事業で労働する婦人については,労働基準法の適用外であり,妊娠,出産時の母

性保護について,明確な保証がない。本研究では,以下,前者を独立自営婦人,後

者を家族従業婦人と呼び,主として後者を中心として,雇用により勤労する婦人

(以下,勤労婦人),職業をもたない婦人(無職婦人)との比較において,妊娠,出産

の経過を比較した。


